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４ 今後の希望等について 

（１）転職支援に関する行政への要望 

転職支援に関する行政への要望（２つまでの複数回答）をみると、「より多くの求人情報の提

供」が32.1％で最も高く、次いで「企業年金･退職金が不利にならないような制度の改善」が30.5％、

「職業紹介サービスの充実」が 25.7％となっている（図３）。 

 

 

図３ 転職支援に関する行政への要望別転職者割合 

（全転職者＝１００％）平成 27 年 
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（２）今後の転職希望 

    転職者について、今後の転職希望をみると、「今の職場で今後も働きたい」が 56.0％、「わか

らない」が 24.9％、「機会があれば転職したい」が 17.6％となっている。 

    年齢階級別にみると、「今の職場で今後も働きたい」は 15～19 歳の 48.1％に対し 60～64 歳は

62.2％と、おおむね、年齢階級が高くなるほど高くなっている。「機会があれば転職したい」は    

「25～29 歳」が 21.7％、「20～24 歳」が 20.0％、「30～34 歳」が 19.6％と他の年齢階級に比べ

て高くなっている。（表 23） 

 

表 23 性・年齢階級・事業所規模・現在の勤め先の就業形態、今後の転職希望別転職者割合 
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女 100.0 54.9  18.0  25.1  2.0

15～19歳 100.0 48.1  6.9  33.4  11.6

20～24歳 100.0 51.4  20.0  28.2  0.4

25～29歳 100.0 55.2  21.7  21.9  1.2

30～34歳 100.0 54.8  19.6  24.7  0.9

35～39歳 100.0 56.4  17.8  23.7  2.1

40～44歳 100.0 59.4  17.8  21.7  1.1
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　　正社員 100.0 57.2  17.8  23.6  1.4

　　正社員以外 100.0 53.6  15.1  29.8  1.4
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